










モエニックス資料の補足説明 
 

文書内の個人名記載部分はボカシ処理を行っています。 

 

（ページ１） 

宇宙開発事業団の安全性実証試験報告書。 

臭気試験の判定基準を満足してＡ評価。 

 

（ページ 2） 

宇宙開発事業団の安全性実証試験報告書。 

オフガス試験判定基準を満足して、評価『Ｋ』 …これはＡよりも上の特別階級。 

KING のＫ 

 

（ページ 3） 

宇宙開発事業団安全性実証試験データ評価報告書 

 

（ページ 4） 

化学物質評価研究機構による分析 

発生ガスの定性分析「水以外の化合物は検出されなかった」 

 

（ページ 5） 

防炎協会の試験結果「炎から離して 0 秒後には残炎が消える」という結果を示しています。 

「試験方法：消防法施工規則第 4 の 3 第 3 項第 4 項及び第 7 項による」の部分 

試験内容につきましては、インターネット等において「防炎物品の防炎性能試験基準」で検

索・ご参照ください。 
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モエニックススプレーが対象物を燃えにくくするメカニズムについて 

 
■主成分について 

ホウ素（ボロン）系化合物（ホウ酸）が主成分です。（ホウ酸は昔目薬に使われていたもの

です） 

ホウ酸は水に溶けにくい物質なので、高濃度の水溶液にするためには、副成分の配合にノウ

ハウがあります。副成分は開示されていません。水溶液としてスプレーできる物性にするこ

とがノウハウなのです。 

 

以前から、ホウ酸は物を燃えにくくする薬品であることは知られています。防炎加工に使わ

れる薬剤の一つの系統として存在してきました。例えば木材の防炎加工などです。 

 

■モエニックスを含浸させた可燃性物質がなぜ燃えにくくなるのか？ 

「熱の伝播を阻害する」からです。 

例えば紙にライターで火を点ける（ライターの炎は 800℃）場面を想定します。 

着火したとき、火はまず 1 箇所にとどまっています。次に、連続している隣の場所に熱が伝

わり、熱が発火温度（紙の発火温度は 260℃程度です）まで上昇すると燃え広がります。 

 

熱伝播の作用によって紙全体が燃えてしまいます。これが燃焼メカニズムです。 

 

ホウ酸は、繊維質の内部に浸透すると、熱伝播を妨げる作用をします。つまり、ホウ酸によ

って熱が伝わらなくなるということです。いったん一部が発火したとしても熱伝播が社団

されていると、燃え広がらなくなります。モエニックスをスプレー含浸させた対象物は燃え

ないことになります。 

 

このような仕組みから、ポリエステル繊維など、内部への薬液浸透がおこらないものには効

果が無いということになります。また、木材などにスプレーしても、内部までの含浸がおこ

らないために効果がありませんので注意が必要です。（実際に木材の防炎加工を行う場合は

加圧含浸という工業的プロセスによって内部に浸透させることが必要です） 
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